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１．業務概要 

 

 本業務は天理市の空家等の実態を把握し、空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２６年号外法

律第１２７号。以下「空家特措法」という。）に基づき、空家等の実態調査及び空家等に関するデータベ

ースの更新を行うことで、天理市の空家等に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって公共の福

祉の増進と地域の振興に寄与することを目的に実施した。 

 

 

図 1-1 空き家実態調査フロー 

 

 

  

所有者意向調査（アンケート調査）

調査対象の空家所有者に対して、管理実態及び利活用に関す

るアンケート調査を実施

空家等に関するデータベースの作成

現地外観目視調査及び不良度判定業務を基に電子データとし

て空家等に関するデータベースを作成（別添資料）

不良度判定業務

外観目視調査は、原則公道から空家候補の空家の有無を確認

し、不良度判定基準（表2-2）を基に不良度判定を実施

現地外観目視調査

判断基準（表2-1）に基づき、調査員による判断の違いが生

じないよう調査判定台帳（図2-1）を作成し、調査を実施

机上調査及び基本データの作成

平成28年度実態調査時の水道閉栓情報および住民から空家と

して情報提供のある建築物、その他通報案件等調査が必要と

推測される建築物を地図等と突合し、空家候補を抽出
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２．空家等実態調査業務 

 

（１）机上調査及び基本データの作成 

 

平成 28年度実態調査時の水道閉栓情報および住民から空家として情報提供のある建築物及びその他

通報案件等調査が必要と推測される建築物を地図等と突合し、空家候補（調査対象）を抽出した。 

 

表 1-1 調査対象物件（大字・校区別） 

丹波市校区 井戸堂校区 二階堂校区 福住校区 

川原城町 90 合場町 5 荒蒔町 10 長滝町 2 

御経野町 2 九条町 6 稲葉町 1 福住町 18 

杣之内町 9 小島町 1 庵治町 37 山田町 22 

田町 16 西井戸堂町 4 嘉幡町 12     

丹波市町 50 東井戸堂町 16 二階堂上ノ庄町 36     

藤井町 0 備前町 4 二階堂南菅田町 3     

勾田町 25 吉田町 0 二階堂北菅田町 13     

守目堂町 21             

小計 213 小計 36 小計 112 小計 42 

山の辺校区 前栽校区 朝和校区 櫟本校区 

石上町 27 岩室町 3 乙木町 5 櫟本町 88 

岩屋町 0 上総町 3 萱生町 3 蔵之庄町 22 

内馬場町 1 喜殿町 14 岸田町 12 中之庄町 4 

上仁興町 0 小田中町 2 佐保庄町 3 楢町 9 

下仁興町 1 指柳町 6 三昧田町 10 森本町 8 

杣之内町(木堂) 1 小路町 14 成願寺町 6 和爾町 16 

滝本町 6 杉本町 18 園原町 0 小計 147 

田部町 36 前栽町 14 竹之内町 3     

苣原町 9 田井庄町 8 中山町 8 柳本校区 

豊井町 14 富堂町 17 永原町 6 海知町 2 

豊田町 6 中町 13 長柄町 35 渋谷町 3 

布留町 4 平等坊町 10 新泉町 20 遠田町 7 

別所町 9 南六条町 10 西長柄町 23 檜垣町 9 

三島町 28     兵庫町 9 武蔵町 3 

        福知堂町 2 柳本町 149 

小計 142 小計 132 小計 145 小計 173 

全体調査対象件数 1142件 
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（２）現地外観目視調査及び不良度判定業務 

 

外観目視による空家の判断基準（表 2-1）及び外観目視による不良度判定基準（表 2-2）に基づき作

成した調査判定台帳（図 2-1）を用い、現地外観目視調査及び空家の不良度判定を実施した。 

  

 

表 2-1 外観目視による空家の判断基準 

 判定基準 

① 
外観が明らかに廃家（窓ガラス等の破損、瓦等が落ちている）となっており、住

める状態ではない。 

② 郵便受けに大量の郵便物やチラシ等が溜まっている。 

③ 電気メーター、ガスメーターが取り外されている。又は動いていない。 

④ 建築物（敷地内）に不動産会社売却などの案内看板がある。 

⑤ 表札がなくかつ雨戸を閉め切っている。又はカーテンがない。 

⑥ 敷地の管理をされていない。 

⑦ 車庫、駐車場の管理がされていない。 

⑧ その他（近隣住民からの情報等） 

 

 

表 2-2 外観目視による不良度判定基準 

不良度ランク 判定基準 

Ａ 外観上問題なし、利活用可能と思われる建築物 

Ｂ 外観上一部補修が必要と思われるが、利活用可能と思われる建築物 

Ｃ 外観上複数個所の補修必要、利活用可否の判断が必要な建築物 

Ｄ 外観上利活用できないと判断できる建築物 

判定不可 該当物件解体済又は敷地内に入らないと物件確認ができない建築物 

 

 

 

  



資料１－１ 

4 

 

図 2-1 調査判定台帳 
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現地外観目視調査により、空き家であると判断した物件（うち 41 件は同一物件と判断したため件数

からは除外している）の調査結果は下記のとおり。 

 

表 2-3 空き家の分布状況（校区別） 

校区 調査対象 空き家 

丹波市 207 146 

山の辺 139 108 

井戸堂 35 32 

前栽 128 97 

二階堂 110 81 

朝和 139 106 

福住 39 35 

櫟本 138 109 

柳本 167 120 

全体 1102 834 

 

 

 
図 2-2  空き家の分布状況（校区別） 
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図 2-3  空き家の分布状況（大字・校区別） 
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図 2-4  空き家の分布図 

 

 

 

表 2-4 空き家率 

天理市住宅戸数＊ 空き家 空き家率 

28,820 834 2.89% 

＊平成 30年住宅・土地統計調査 住宅及び世帯に関する基本集計 全国・都道府県・市区町村 天理市 住宅【戸数】総数より 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/#13/34.594074/135.863457/&base=bl

ank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m） 

https://maps.gsi.go.jp/#13/34.594074/135.863457/&base=blank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m
https://maps.gsi.go.jp/#13/34.594074/135.863457/&base=blank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m
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表 2-5 外観目視による不良度判定結果 

校区 調査対象 空き家 
空き家の不良度ランク 

A B C D 判定不可 

丹波市 207 146 53 56 32 5 0 

山の辺 139 108 36 44 16 12 0 

井戸堂 35 32 14 15 1 2 0 

前栽 128 97 35 40 18 4 0 

二階堂 110 81 41 33 7 0 0 

朝和 138 106 50 35 19 2 0 

福住 39 35 9 12 12 2 0 

櫟本 138 109 28 40 32 9 0 

柳本 167 120 58 40 16 5 1 

全体 1101 834 324 315 153 41 1 

 

 

 
図 2-5 外観目視による不良度判定結果（割合） 
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図 2-6 空き家の基本情報・用途（大字別） 
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（３）所有者意向調査（アンケート調査）結果の整理 

 

現地外観目視調査の結果を基に天理市が発送・回収を行った 675 件の空き家の所有者に対する管

理実態及び利活用に関するアンケート調査の結果は以下の通りである。 

 

①アンケート送付・返送状況 

 

表 3-1 アンケートの送付・返送状況 

校区 送付数 未到達数 返送数 返送率＊ 

丹波市 110（1） 8 45（0） 44% 

山の辺 74（7） 5 30（3） 43% 

井戸堂 31（0） 1 14（0） 47% 

前栽 81（2） 2 34（1） 43% 

二階堂 73（0） 1 35（0） 49% 

朝和 90（2） 8 37（1） 45% 

福住 34（0） 3 8（0） 26% 

櫟本 85（1） 5 33（0） 41% 

柳本 114（4） 7 55（2） 51% 

全体 692（17） 40 291（7） 45% 

  ＊送付数のうち現地外観目視調査時に 1つの対象として扱っていた建物で、複数所有者がいる等の理

由で、追加でアンケートを送付した件数を（）内に記載 

＊返送率は送付数から未到達数を引いた実送付件数を分母に算出。 

    

 

図 3-1 アンケート返送率 
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②アンケート調査結果 

返送のあったアンケート（計 291件）の設問ごとの回答集計結果は以下のとおり。（N=291、※複数

回答ありの場合除く） 

 

お願い）アンケート回答における該当物件に関する前提認識の確認 

その建物に日常的に人が居住している（空き家ではない） 84 件 29% 

その建物は共同住宅で、1 世帯でも居住している入居者がいる 14 件 5% 

その建物は売却済みまたは解体済み（または最近、売却先・解体が決定した） 16 件 5% 

その建物に心当たりがない 4 件 1% 

無回答 173 件 59% 

合計 291 件 100% 

※以下、集計結果内訳の表記については下記の通りとする 

・その建物に日常的に人が居住している（空き家ではない） ⇒日常的に居住有 

・その建物は共同住宅で、1世帯でも居住している入居者がいる ⇒共同住宅で入居者有 

・その建物は売却済みまたは解体済み（または最近、売却先・解体が決定した） ⇒売買または解体済 

・その建物に心当たりがない ⇒心当たり無し 

・無回答 ⇒空き家等（無回答） 

 

問 1）回答者の属性 

 回答者の大多数は物件の所有者もしくは親族の方であり、約半数が 60代および 70代であった。 

 

問 1-1 ご回答者は本物件の所有者もしくは親族の方ですか？  

 

 

 

計232件

(80%)

計9件

(3%)

計50件

(17%)

164

5

4

53

1

30

8

1

5

6

2

8

1

3

0 50 100 150 200 250

1. はい

2. いいえ

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問 1-2 ご回答者の性別 

 

 

問 1-2 ご回答者の年齢 

 

 

 

 

計151件

(52%)

計64件

(22%)

計76件

(26%)

105

47

21

37

11

36

5

3

6

3

3

10

1

3

0 20 40 60 80 100 120 140 160

男性

女性

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4

計1件

(0%)

計1件

(0%)

計18件

(6%)

計42件

(14%)

計74件

(25%)

計75件

(26%)

計27件

(9%)

計2件

(1%)

計51件

(18%)

1

11

27

62

52

18

2

1

6

10

11

15

7

2

32

1

2

4

1

6

3

1

4

8

1

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問２）物件の使用状況 

  物件の使用方法として、「荷物を置くため」「家やその周囲の管理のため」「使用していない」の回

答が比較的多く、使用頻度は「1 か月に 1 回から数回程度」「全く使用していない」の回答が多いと

いう結果になった。また、物件を日常的に使用しなくなった理由としては「居住者が死亡のため」が

81件と最も多い結果となった。 

 

問 2-1 物件を、どのようにご使用されていますか？（※複数回答あり） 

 

 

問 2-2 物件を、どれくらいの頻度でご使用（帰郷等）されていますか？（※複数回答あり） 

 
 

計22件

(5%)
計72件

(15%)
計59件

(12%)
計17件

(4%)
計9件

(2%)
計92件

(19%)
計24件

(5%)
計71件

(15%)
計47件

(10%)
計61件

(13%)

10

55

51

11

7

75

20

64

23

3

11

15

6

5

2

15

3

1

22

38

1

1

1

1

1

3

2

7

1

1

1

3

10

1

3

0 20 40 60 80 100

1.週末等の住居として（2地域居住等）

2.家やその周囲の管理のため

3.墓参りや仏壇を拝むため

4.余暇活動のため

5.集落の活動・行事等に参加するための拠点として

6.荷物を置くため

7.他に所有する農地等の管理のため

8.使用していない

9.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4

計45件

(15%)

計51件

(17%)

計30件

(10%)

計22件

(7%)

計7件

(2%)

計50件

(17%)

計91件

(31%)

27

38

29

21

7

42

14

17

10

1

1

1

54

1

1

4

8

2

2

12

1

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.１週間に１回以上

2.１カ月に1回から数回程度

3. 2、3カ月に1回程度

4.年に数回程度（盆と正月など）

5.ほとんど使用していないが数年に1回程度（法事等）

6.全く使用していない

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問 2-3 物件を日常的にご使用されなくなった理由はなぜですか？（※複数回答あり） 

 

 

 

  

計22件

(7%)

計18件

(5%)

計2件

(1%)

計35件

(10%)

計10件

(3%)

計81件

(24%)

計60件

(18%)

計109件

(32%)

19

17

2

28

8

71

45

23

2

1

2

1

6

11

63

1

2

2

2

9

3

1

2

1

11

1

3

0 20 40 60 80 100 120

1.生活に不便なため

2.通勤が困難であるため

3.子どもの進学のため

4.家屋老朽化のため

5.別居していた家族と住むため

6.居住者が死亡のため

7.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問３）物件の管理について 

  物件の管理は「所有者本人およびその家族」でされているという回答が約 6割であった。また、管

理で困っている点は「建物の老朽化」の回答が最も多く、次いで「荷物の処分」「防犯面の心配」が

多い結果となった。 

 

問 3-1 物件の管理はどなたがされていますか？（※複数回答あり） 

 

 

問 3-2 物件の管理で困っている事はありますか？（※複数回答あり） 

 

 

  

計191件

(60%)
計13件

(4%)
計12件

(4%)
計6件

(2%)
計5件

(2%)
計9件

(3%)
計6件

(2%)
計75件

(24%)

144

12

9

5

1

8

5

11

37

1

2

1

2

1

43

6

1

1

7

3

1

1

11

1

3

0 50 100 150 200 250

1.所有者本人およびその家族

2.天理市内在住の親戚

3.天理市外在住の親戚

4.近隣の地元の人

5.管理業者等

6.管理をしていない

7.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4

計96件

(21%)
計33件

(7%)
計51件

(11%)
計11件

(2%)
計10件

(2%)
計56件

(12%)
計25件

(5%)
計71件

(16%)
計14件

(3%)
計88件

(19%)

81

29

48

10

10

52

25

41

13

18

9

3

1

1

4

25

1

48

4

1

2

8

2

1

1

2

11

1

3

0 20 40 60 80 100 120

1.建物の老朽化

2.草刈ができない

3.防犯面の心配

4.郵便物などの管理が難しい

5.管理を頼める人がいない

6.荷物の処分

7.現地まで通う事が大変

8.困っていない

9.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問４）物件の今後について 

  物件の今後について空き家等（無回答）に該当する方からの回答では「売却を考えている」が最も

多く、全体で見ると「手放すことは考えていなく、管理をしていく」「売却を考えている」との回答

が多かった。一方で、専門家への相談に関しては「相談する気はない」が最も多い状況であったもの

の、「1 度相談してみたい」「相談会などの機会があれば話を聞きたい」との回答が合わせて 85 件と

なった。また、物件の懸念点として理由はさまざまであるが「荷物や生活品が残っており整理ができ

ない」ことが最も多く回答された。 

 

問 4-1 現在、物件についてのご要望はお持ちですか？（※複数回答あり） 

 

 

問 4-2 物件の管理や今後について専門家へ相談したことはありますか？（※複数回答あり） 

 

  

計26件

(7%)
計74件

(19%)
計68件

(17%)
計26件

(7%)
計46件

(12%)
計47件

(12%)
計20件

(5%)
計82件

(21%)

18

52

60

22

40

34

14

16

6

20

3

2

1

12

4

44

1

2

2

1

2

1

1

8

1

2

1

3

1

11

1

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

1.将来住みたいと考えている

2.手放すことは考えていなく、管理をしていく

3.売却を考えている

4.賃貸を考えている

5.解体を考えている

6.未定

7.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4

計17件

(5%)
計42件

(13%)
計43件

(14%)
計13件

(4%)
計93件

(29%)
計35件

(11%)
計74件

(23%)

10

37

38

9

57

31

12

3

2

4

2

32

4

41

3

1

3

7

4

1

1

11

1

3

0 20 40 60 80 100

1.現在相談している

2.1度相談してみたい

3.相談会などの機会があれば話を聞きたい

4.現在、専門業者（不動産業者など）に任せている

5.相談する気はない

6.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14
売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問 4-3 物件について、下記選択肢に当てはまることはありますか？（※複数回答あり） 

 

 

 

  

計47件

(10%)

計55件

(12%)

計25件

(5%)

計48件

(10%)

計33件

(7%)

計66件

(14%)

計14件

(3%)

計20件

(4%)

計18件

(4%)

計33件

(7%)

計108件

(23%)

40

45

25

41

26

62

14

16

16

21

27

5

6

4

7

4

3

1

9

57

2

2

2

1

2

9

1

1

1

1

12

1

3

0 20 40 60 80 100 120

1.建物が古いので使える（売買・賃貸）かどうか分から

ない

2.売買や賃貸をするには多額の修繕費用がかかる

3.管理が出来ない（人手がない・時間がない・

遠距離・交通手段がないなど）

4.解体したいが費用が心配

5.売買・賃貸は考えていないが維持費用

（区費・税金の問題など）がかかる

6.荷物や生活品が残っており整理ができない

7.相続の問題に困っている

8.年に数回帰ってくるため売買や賃貸にはできない

9.個人間での売買・賃貸には不安がある

10.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問５）物件の利活用(賃貸・売買)について 

  物件の利活用については「考えていない」の回答が最も多かったものの、空き家等（無回答）に該

当する方の回答をみると、「考えてみたい」が 71件と「空き家バンクに登録している」が 3件、「不

動産会社に依頼している」が 8件で半数近くの方が何等かの利活用を検討されている。 

また、天理市空き家バンクの認知度は「知っている」「名前を聞いたことがある」との回答が全体

の 3 割であった。アンケートの中には今回のアンケートで知ることが出来たと回答して頂いている

ものもあった。 

 

問 5-1 物件の利活用(賃貸・売買)を考えますか？（※複数回答あり） 

 

 

問 5-2 天理市空き家バンク制度をご存じですか？（※複数回答あり） 

 

  

計108件

(36%)

計82件

(27%)

計3件

(1%)

計12件

(4%)

計22件

(7%)

計76件

(25%)

72

71

3

8

19

11

31

6

3

2

43

1

4

1

8

3

1

1

11

1

3

0 20 40 60 80 100 120

1.考えていない

2.考えてみたい

3.空き家バンクに登録している

4.不動産会社に依頼している

5.その他

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4

計43件

(15%)

計48件

(16%)

計131件

(45%)

計69件

(24%)

31

41

93

8

9

3

31

41

1

2

5

6

2

2

1

11

1

3

0 20 40 60 80 100 120 140

1.知っている

2.名前は聞いたことがある

3.知らない

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4
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問６）物件のご相談について 

  特定非営利活動法人空き家コンシェルジュの認知度は 1割程度であった。 

また、問 6-2（空き家相談窓口でのご相談や空き家バンクのお問合せをご希望される方ご興味のあ

る方はご連絡させていただきますので連絡先をご記入下さい。）で連絡先をご記入いただいたのは 91

件（うち連絡先重複 5件）であった。 

 

問 6-1 特定非営利活動法人空き家コンシェルジュをご存知ですか？ 

 

 

 

 

  

計30件

(10%)

計166件

(57%)

計95件

(33%)

23

130

20

4

27

53

2

4

8

1

5

10 4

0 50 100 150 200

1.知っている・相談したことがある

2.知らない

無回答

空き家等(無回答)n=173 日常的に居住有n=84 共同住宅で入居者有n=14

売買または解体済n=16 心当たり無しn=4



資料１－１ 

20 

 

③問合せ希望者へのヒアリング 

問 4-2「一度相談してみたい」又はその他記入内容より連絡希望であると判断できる回答をされて

おり、かつ問 6-2で連絡先の記入がある 30件（連絡先が重複している 2件を除く）をヒアリング候

補とし、その他記載内容を鑑みて電話ヒアリングを実施する予定。 

 

問 4-2「相談会などの機会があれば話を聞きたい」又は問 5-1物件の利活用(賃貸・売買)について

「考えてみたい」のいずれかの回答をされており、かつ問 6-2で連絡先の記入がある 25件について

は、令和４年度開催予定の相談会をご案内予定 

 

また、連絡先の記入はあるものの上記回答項目に一致せず連絡希望の有無が不明瞭なものや、「相

談する気はない」等の連絡を希望されていないと判断される回答がある 34件については、対応を検

討している。 

 

 

表 3-2 ヒアリング候補数 

校区 
アンケート 

返送数 

電話 

ヒアリング候補 

相談会 

案内候補 
対応検討 

丹波市 45 4 2 4 

山の辺 30 4 0 3 

井戸堂 14 3 2 0 

前栽 34 3 3 4 

二階堂 35 3 1 5 

朝和 37 4 5 2 

福住 8 1 1 2 

櫟本 33 4 1 6 

柳本 55 4 10 8 

全体 291 30 25 34 
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（４）所有者意向調査（アンケート調査）結果を踏まえた現地外観目視調査結果の修正 

 

現地外観目視調査により、空き家であると判断した物件 834 件（同一物件と判断した 41 件は除外）

から、所有者意向調査（アンケート調査）の「お願い）アンケート回答における該当物件に関する前提

認識の確認」項目にて、空き家でない旨の回答をした 114件を除いた調査結果は下記のとおり。 

 

 

表 4-1 空き家の分布状況（校区別） 

校区 調査対象 空き家 

丹波市 207 125 

山の辺 139 95 

井戸堂 35 30 

前栽 128 86 

二階堂 110 67 

朝和 139 94 

福住 39 32 

櫟本 138 92 

柳本 167 99 

全体 1102 720 

 

 

 
図 4-1  空き家の分布状況（校区別） 

 

 

 

 

丹波市

17%

山の辺

13%

井戸堂

4%前栽

12%二階堂

9%

朝和

13%

福住

5%

櫟本

13%

柳本

14%

0 50 100 150

（件数）
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図 4-2  空き家の分布状況（大字・校区別） 
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図 4-3  空き家の分布図 

 

 

 

表 4-2 空き家率 

天理市住宅戸数＊ 空き家 空き家率 

28,820 720 2.50% 

＊平成 30年住宅・土地統計調査 住宅及び世帯に関する基本集計 全国・都道府県・市区町村 天理市 住宅【戸数】総数より 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土地理院ウェブサイト

（https://maps.gsi.go.jp/#13/34.594074/135.863457/&base=

blank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0） 

https://maps.gsi.go.jp/#13/34.594074/135.863457/&base=blank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0
https://maps.gsi.go.jp/#13/34.594074/135.863457/&base=blank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0
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表 2-3 外観目視による不良度判定結果 

校区 調査対象 空き家 
空き家の不良度ランク 

A B C D 判定不可 

丹波市 207 125 45 46 29 5 0 

山の辺 139 95 31 39 14 11 0 

井戸堂 35 30 13 15 1 1 0 

前栽 128 86 31 36 15 4 0 

二階堂 110 67 33 27 7 0 0 

朝和 138 94 40 34 18 2 0 

福住 39 32 7 11 12 2 0 

櫟本 138 92 20 35 29 8 0 

柳本 167 99 45 33 15 5 1 

全体 1101 720 265 276 140 38 1 

 

 

 
図 4-4 外観目視による不良度判定結果（割合） 

 

 

  

A
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B
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図 4-5 空き家の基本情報・用途（大字別） 

 

  

川

原

城

町

御

経

野

町

杣

之

内

町

田

町

丹

波

市

町

藤

井

町

勾

田

町

守

目

堂

町

石

上

町

岩

屋

町

内

馬

場

町

上

仁

興

町

下

仁

興

町

杣

之

内

町

木

堂

滝

本

町

田

部

町

苣

原

町

豊

井

町

豊

田

町

布

留

町

別

所

町

三

島

町

合

場

町

九

条

町

小

島

町

西

井

戸

堂

町

東

井

戸

堂

町

備

前

町

吉

田

町

岩

室

町

上

総

町

喜

殿

町

小

田

中

町

指

柳

町

小

路

町

杉

本

町

前

栽

町

田

井

庄

町

富

堂

町

中

町

平

等

坊

町

南

六

条

町

丹波市 山の辺 井戸堂 前栽

A 31 1 3 5 3 2 2 1 1 11 2 5 3 6 2 1 9 1 1 3 2 1 4 2 5 2 5 3 1 2

B 13 1 3 16 4 9 7 2 8 4 2 1 4 11 2 4 3 4 2 1 3 1 5 6 3 2 3 3 3 6

C 11 1 5 7 3 2 2 1 1 4 1 3 1 1 1 8 1 1 1 3 1

D 3 1 1 2 1 6 1 1 1 3 1

判定不可

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

空

き

家

件

数

（

件

）

荒

蒔

町

稲

葉

町

庵

治

町

嘉

幡

町

二

階

堂

上

ノ

庄

町

二

階

堂

南

菅

田

町

二

階

堂

北

菅

田

町

乙

木

町

萱

生

町

岸

田

町

佐

保

庄

町

三

昧

田

町

成

願

寺

町

園

原

町

竹

之

内

町

中

山

町

永

原

町

長

柄

町

新

泉

町

西

長

柄

町

兵

庫

町

福

知

堂

町

長

滝

町

福

住

町

山

田

町

櫟

本

町

蔵

之

庄

町

中

之

庄

町

楢

町

森

本

町

和

爾

町

海

知

町

渋

谷

町

遠

田

町

檜

垣

町

武

蔵

町

柳

本

町

二階堂 朝和 福住 櫟本 柳本

A 5 10 4 9 2 3 1 3 1 1 1 2 14 10 7 1 3 3 11 5 1 1 2 1 2 1 1 40

B 2 10 3 8 4 4 3 2 3 2 3 7 2 6 2 7 4 20 5 2 1 7 2 31

C 3 3 1 2 1 2 1 1 2 1 1 1 3 2 1 4 8 19 5 1 1 3 1 1 13

D 1 1 2 5 1 1 1 5

判定不可 1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

空

き

家

件

数

（

件

）



資料１－１ 

26 

 

３．まとめ 

 

（１）空き家が地域に与える影響 

 

空き家の発生及びその増加は、地域の暮らしにも様々な影響を与えており、以下の点が問題として認

識されている。 

 

短期的問題 

 

防災上の問題 

・空き家の老朽化、地震等による建物倒壊、崩落 

・風雨による空き家の屋根・外壁等の剥落、飛散 

衛生環境上の問題 

・ゴミの放置及び不法投棄等による悪臭・異臭の発生 

・草木の繁茂、樹木の枝の越境による隣接住民や通行人への影響 

・動物や害虫がすみつくことによる影響 

防犯上の問題 

・空き家への不特定者の不法侵入や放火、落書きなどの犯罪の誘発 

景観上の問題 

・防災、環境衛生及び防犯上の問題と併せて発生する外観の劣化などによる地域の景観への悪影響 

 

 

長期的問題 

 

地域資産価値の低下  

・地域イメージの低下などによる住民の流出、転入希望者の減少 

地域コミュニティの衰退  

・地域活動（見回り、行事等）の減少・消失  

行財政の圧迫  

・人口流出による税収の減少  

・地域の治安維持等のための費用増加  

・空き家対策の措置等に係る費用負担の発生 
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（２）空き家に係る課題 

 

➀空き家の発生状況について 

・調査の結果、空き家と判定された建物は720件、空き家率は2.50％であった。  

課題 

・少子高齢化や核家族化の進行により、今後もより一層の空き家の増加が懸念され、将来の人口推移

を鑑みた包括的な対策が必要になってくると考える。  

・地域により、空き家の発生や管理状況に差異があり、種々の背景があると想定され、地域の実情や

特性にそった対策が望まれる。 

 

②空き家の所有者意向について  

・全体の6割以上の空き家で一年に一回以上の維持・管理が行われている。  

・空き家にしている物件では、相続により物件を取得した経緯が約25％であった。  

・所有者の約5割の方が、利活用を検討されている。  

・所有者の約1割の方が解体を考えておられ、そのうち約7割の方が費用面への不安を抱いている。  

課題 

・天理市空き家バンクの周知率も2割弱となっている為、まずは利活用を促進しているということを

理解いただける様、周知を行っていく必要がある。  

・調査結果から様々な事由により空き家となっていることが判明した為、相談体制の拡充も求められ

ていると考える。  

 

③空き家の利活用について  

・不良度判定結果によると、約8割の空き家は利活用が容易な状態であると考えられる。 

課題  

・状態としては利活用ができると判断されるものが多いが、そういったものが市場に出ていないとい

うことでもあると考えられる。所有者の方に利活用が可能で、かつ必要なことであると理解しても

らうことが肝要である。 

 

④今後の課題  

・支援、要望については、寄付・補助金等に関する意見があった。 

・不動産業者に依頼されている方が多く見受けられた。 

課題  

・空き家所有者だけでなく、市・事業者・関係団体・住民が相互に連携して空き家対策に取り組んで

いくための体制を作る必要がある。 

以上 


